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論文内容の要旨 

 

 

 

                           

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  



 

論文審査の結果の要旨 

 

学位論文，申請書類，公聴会に基づいて審査を行った．関君の当該研究内容は，視覚情報処理の分野において古

くから研究されてきた「部分情報の統合問題」に対するオリジナルな研究をまとめあげた優れた論文である．この

論文では様々な技法を提案しているが，個々の手法は当該分野のトップレベルの国際会議，ジャーナルペーパ等で

発表されており，学術的新規性や実用技術としての有効性も兼ね備えている．具体的にはHough変換，Particle 

Filter，背景変動の共起性を利用した背景差分，Markov Random Fieldに基づく領域分割などの技法を提案してお

り，論文の最終章では，これら技法を総合して，領域分割に基づくシーン認識，物体認識法の提案と実験結果が述

べられている．研究業績は，本論文に関係のある掲載済み論文が5件，国際会議が2件，国内会議での発表が10件で

あり，必要な要件を満たしている．これらのことより，上記の論文内容は博士学位の授与に値するものであると認

める． 

 

最終試験の結果の要旨 

 
 最終試験として，公聴会において諮問を行い，さらに公聴会終了後に学力諮問を行った．本論文に関連する画像解析，

仮説生成・検証型アルゴリズムに関する知識と学力は十分備わっているものと判断した．Markov Random Fieldに関

しては，さらに学習を進めるべき点もあったが，総合的には博士学位の授与に値する十分な学力があると認める． 

 

  


